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世界有数の繁華街である新宿歌舞伎町にナイ
トエンターテインメントの発信拠点
「ZEROTOKYO（以下、「本施設」）」が
2023年4月14日にオープンします。コンセプト
は「ENTERTAINMENT JUNCTION」。音楽、
DJ、空間演出、パフォーマンスなど、あらゆるエン
ターテインメントコンテンツを集め、交差させること
で、これまでにない新たなエンターテインメント体
験を生み出し、さまざまな人の“好きを極める”場
となることを目指します。また本施設は、地下2
階～地下4階の3フロア5エリアで構成される国
内最大級のナイトエンターテインメント施設となり、
国内のみならず海外アーティストの招聘も積極
的に行い、日本のナイトエンターテインメントシー
ンのさらなる活性化に貢献します。

Eric Prydz 待望の初来日が決定！

国内最大級のナイトエンターテインメント施設「ZEROTOKYO」イベント情報

イベント名: Eric Prydz japan Tour 2023

日時:5/13(土) OPEN 23:00

料金:DOOR ¥10,000- ADV ¥8,500-

TICKET: 3/31(金)チケット発売

出演者:Eric Prydz

日本のダンスミュージックファンが待ちわびた奇跡の初来日が実現！

報道関係各位

情報解禁日時:3月31日12:00(時間厳守)

Eric Prydzはスウェーデン・ストックホルム出身のショーDJ兼プロデューサーである。2004年にリリースされた
「Call On Me」が世界的にヒットし、一躍その名が知られるようになり、EDMをはじめ、トランスやハウス、そし
てテクノまで幅広いジャンルの音楽関係者から絶大なる支持を受けている。Eric Prydzは同郷ストックホルム
で共に育ち親友であったAxwell,Sebastian Ingrosso,Steve Angello と Swedish House Mafiaの
原型となる初期グループを組んでいたのは有名な話。
更に、deadmau5とは盟友同士で2014年には“TheVeldt”のエディットでコラボしたほかTomorrowland
はじめ、CreamfieldsやElectric Zoo など数々のフェスでB2Bセットも披露した。そして彼が世界的DJと称
されるきっかけとなったのが、Eric Prydzの代名詞にもなっているホログラム技術を駆使した自身のショー
「HOLO」。ホログラムショーにおいては、アリーナクラスで毎回完売するほどの人気で、音楽と最先端の映像技
術を駆使した先進的なパフォーマンスは、世界中で幅広く認められている。今回、自身初となるワールド・ツ
アーの開催によって、日本だけでなく世界中で歓喜の声が広がるであろう。5月13日は日本のダンスミュージッ
クシーンに新しい歴史が生まれる日であろう。

『 Call On Me 』で世界的に大ヒットし、世界中のBIG FESTIVALに出演！



■株式会社TSTエンタテイメント

株式会社TSTエンタテイメントは、東急歌舞伎町タワーにおける、エンターテイメ ント施設の企画・運営を目的とした合弁会社で、東急株

式会社、株式会社東急レクリエーション、および株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの３社によって設立されました。

会社名 ：株式会社TSTエンタテイメント
本社所在地 ：東京都新宿区歌舞伎町一丁目２９番１号
事業内容 ：エンターテイメント施設の企画・運営及びそれに関する事業
ZEROTOKYO ：https://zerotokyo.jp/

【報道関係者からのお問い合わせ先】
ZEROTOKYO PR事務局(株式会社TSTエンタテイメント) 

TEL:03-6380-3831 FAX:03-6380-3832 Mail:zerotokyo-pr@tst-ent.co.jp
担当：江南 / 松橋 / 北村

【オフィシャル素材ダウンロードURL】

https://onl.tw/azEw2k3

株式会社TSTエンタテイメント
2023年3月31日

報道関係各位

ZEROTOKYO OFFICIAL SNS ACCOUNT

Instagram:zerotokyo_official Twitter: ZEROTOKYO_JAPAN LINE:ZEROTOKYO

Eric Prydz PROFILE

Eric Prydzは本名をEric Sheridan Prydzと言い、スウェーデン・ストックホルム出身の
ショーDJ兼プロデューサーである。

Eric Prydzはエレクトロハウスを得意ジャンルとしているが、テクノトラックをリリースする際に
は「Cirez D」名義で出している。Eric Prydz名義では「Call On Me (2004年)」をはじ
め、「Pjanoo (2012年)」や「Liberate (2014年)」、そして「Tethe feat.CHVRCHES
(2015年)」は彼の代表曲となっている。加えて近年のEric Prydzを知る上では、
「Generate (2015年)」は欠かすことができない。彼はDeadmau5のアルバムにも参加
しており、同バンドのライブストリーミングにB2Bとして加わっている。その背景として、
Deadmau5が彼をエレクトロシーンのレジェンドとしてリスペクトしていることが挙げられる。

ヨーロッパのショーにおいてはテクノやテクノハウスの流れが強くなっており、Eric Prydz自身に
もその傾向がみられる。それは既に2017年のTOMORROWLANDでのPRYDA Stage
に現れており、イビサ島でのレジデントイベントでも確認されていた。加えて、Epic Radioで
フィーチャーしているラインナップを聴いてみても、その傾向が強まっていることが伺い知れる。
何より彼の独特なプログレッシブ・サウンドは、多くのトラックメーカーに影響を及ぼしている。そ
れ故、彼自信が現在のテクノやハウスの流れを作り出してきたと言っても過言ではない。その
中にはGrumやFehrplay,そしてCapaらがいる。プログレッシブ・レーベルのZerothree
Musicは彼らの音楽を「リアル・プログレッシブ」と呼んでおり、その大元となる彼に敬意を表し
ている。

Eric Prydz SNS ACCOUNT
Instagram:ericprydz Twitter:ericprydz

Youtube:https://www.youtube.com/user/EricPrydzTV
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